

























































平成 18年8月 18日~平成 18年9月30日
2)研究対象
当病棟で平成 18 年 4 月 ~9 月に予定手術を受け





10才代 1名 (2%)、20才代 5名(10%)、30才
代 5名 (10%)、 40才代 20名 (40%)、 50才代
9名(18%)、60才代7名(14%)、70才代3名(6%)、




(50%) 、 2 日が 10 名 (20%) 、 3~5 日が 7 名 (14%) 、
6 ~ 10日6名(12%)、 1 日以上 l名 (2%)、












































































































が44名 (88%)、いいえが 4名 (8%)、未記入が
2名 (4%)であった(図 9)。家族は説明用紙を
参考にしたかは、はいが 43名 (86%)、いいえが
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